
【事業実績】 

・修復した里浜貝塚出土資料（縄文土器）の公開 

・野蒜築港見学会開催（2019.11.10 参加者：30 名） 

・座談会「明治三大築港のいま、そしてこれから」開催（2019.12.8 参加者：62 名） 

   三国港、三角港における築港事業と比較することで、野蒜築港の壮大な事業の理解が進んだ。その上で、

「幻の港」となった野蒜築港の遺構の保存と豊富な資料の活用を図る必要性と、築港資料室の再興を望む声

が多く聞かれた。また、野蒜築港の活用プランや「三国・三角との交流を継続・発展させたい」といった積極的

な声も聞かれ、野蒜築港の価値と魅力を再認識し、保存・活用への機運を高める場となった。 

・講演会「宮戸の薬師堂」開催（2020.2.8 参加者：95 名） 

   大正4年に県営松島公園の整備の一環として建立された「大高森薬師堂」だが、松島四大観の一つ「大高森」

への散策ルート上にあるにもかかわらず、その由緒や歴史については地元でもあまり知られてこなかった。建

立から 100 年を経て行われた改修工事の完了を期に、建立の意図や建築物としての価値、またその背景にあ

る平安時代から続く東北地方の薬師信仰など、歴史的意義を理解するとともに、新たな観光資源としての価値

を見出すことができた。安置されている薬師像や建築物としての特徴などから、建立の意図を知り、活用の方

策を探るとともに、宮戸の歴史や伝統を学ぶ機会を求める声が多く聞かれた。 

・奥松島文化財ガイドマップ（繁体字版）の作成、配布（3,000 部） 

・東名運河解説パンフレット（英語・繁体字・韓国語版）の作成、配布（各 3,000 部） 

・史跡里浜貝塚解説書（英語版・簡体中国語・韓国語版）の奥松島縄文村歴史資料館ＨＰへの掲載  

（http://www.satohama-jomon.jp/satohama/index,html） 



野蒜のたからフォーラム・見学会　2019.11.9～10

「野蒜築港フォーラム＆野蒜築港見学会」

文化財継承･活用事業（１）

11 月 9日開催　　野蒜築港フォーラム～東北をつなぐ第２弾～

11月 10日開催　野蒜築港見学会



野蒜のたから座談会　2019.12.8

「明治三大築港のいま、そしてこれから」

文化財継承活用事業（2）

松川清子氏（野蒜築港ファンクラブ） 釣部由紀子氏（坂井市みくに龍翔館）

藤川智絵氏（宇城市教育委員会）

会場から意見を述べる参加者 パネル展示を見る参加者

座談会の様子



2019 年 12 月 10 日　石巻かほく



2019 年 12 月 20 日　河北新報





宮戸のたから講演会　2020.2.8　

「宮戸の薬師堂」

文化財継承活用事業（３）

関口重樹氏（宮城県教育庁文化財課）

会場の様子

資料を見ながら聞き入る参加者

七海雅人氏（東北学院大学）

開会の挨拶



令和２年 1月 11 日　読売新聞 2020 年 1 月 11 日　読売新聞



2020 年 2 月 11 日　石巻かほく
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講
演
で
は
村
田
晃
一
氏
（
多

賀
城
跡
調
査
研
究
所
）
が
「
考

古
資
料
か
ら
み
た
古
代
牡
鹿
郡

の
人
々
」、
奈
良
貴
史
氏
（
新
潟

医
療
福
祉
大
学
）
が
「
人
骨
か

ら
み
た
古
代
牡
鹿
郡
の
人
々
」

と
題
し
、
研
究
成
果
を
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
田
氏
は
発
掘
調
査
の
結
果
、

①
古
代
の
歴
史
書
に
記
述
の
あ

る
「
古
代
牡
鹿
郡
」
に
関
わ
る

役
所
の
跡
が
、
東
松
島
市
赤
井

地
区
に
あ
っ
た
こ
と
、②
こ
の
役

所
は
、
北
方
に
暮
ら
す
蝦
夷
を

支
配
下
に
置
く
た
め
の
軍
事
施

設
の
機
能
を
併
せ
持
っ
て
い
た

こ
と
③
上
総
地
方
か
ら
移
住
し
、

こ
の
地
方
を
治
め
た
道
嶋
氏
と

こ
の
二
つ
の
遺
跡
の
関
わ
り
な

ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
奈
良
氏
は
、
矢
本
横

穴
墓
群
を
中
心
に
発
掘
さ
れ
た

人
骨
を
詳
し
く
解
説
。
当
時
の

牡
鹿
地
方
に
は
関
東
地
方
か
ら

移
住
し
た
と
見
ら
れ
る
人
々
（
弥

生
系
）
と
、
も
と
も
と
こ
の
地

に
暮
ら
し
て
い
た
蝦
夷
の
流
れ

を
く
む
人
々
（
縄
文
系
）
が
い

た
こ
と
、
矢
本
横
穴
で
は
両
方

の
人
々
が
同
じ
墓
に
埋
葬
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
会
場
の
皆
さ
ん
は
映
像

を
見
な
が
ら
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
身
近
に
貴
重
な
歴
史
的
遺
産

が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
」

「
古
代
の
赤
井
の
人
々
の
暮
ら
し

ぶ
り
が
わ
か
り
興
味
深
か
っ
た
」

「
も
っ
と
話
を
聞
く
機
会
が
ほ
し

い
」
な
ど
、
関
心
が
深
ま
っ
た

と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
赤
井
遺
跡
と
矢
本
横
穴
墓
群

は
文
献
史
料
に
記
さ
れ
た
歴
史

を
考
古
学
的
に
証
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
遺
跡
で
す
。

今
後
も
様
々
な
形
で
情
報
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

　
関
口
重
樹
氏
（
宮
城
県
教
育

庁
）
は
「
大
高
森
薬
師
堂
の
た

て
も
の
」、
七
海
雅
人
氏
（
東
北

学
院
大
学
）
は
「
な
ぜ
、
松
島

湾
に
薬
師
堂
が
多
い
の
か
？
」

と
題
し
て
、
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
関
口
氏
は
、『
松
島
公
園
経
営

報
告
書
』
を
も
と
に
、
大
高
森

薬
師
堂
が
明
治
の
終
わ
り
か
ら

大
正
の
初
め
に
か
け
て
、
宮
城

県
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
、

松
島
の
観
光
整
備
の
一
環
で
建

て
ら
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
角

田
市
高
蔵
寺
（
重
要
文
化
財
）

の
古
木
で
彫
っ
た
薬
師
像
を
安

置
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
読
み
解
き
ま
し
た
。

　
建
物
の
特
徴
と
し
て
は
、①
参

拝
の
た
め
向
拝
や
堂
内
に
入
る

た
め
の
階
段
が
な
い
こ
と
、②
桟

瓦
の
文
様
が
多
賀
城
跡
な
ど
で

出
土
す
る
軒
丸
瓦
の
文
様
を
模

し
て
い
る
こ
と
、③
近
世
的
な
装

飾
が
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
、
小
規
模
な
お
堂
に
し
て
は

古
式
に
則
っ
た
、
し
っ
か
り
と

し
た
造
り
で
あ
る
こ
と
を
、
江

戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
、
宮
戸

の
薬
師
山
に
あ
る
薬
師
堂
（
市

指
定
文
化
財
）
と
比
較
し
な
が

ら
解
説
し
ま
し
た
。

　
関
口
氏
は
「
建
立
の
経
緯
や

意
図
、
建
築
物
と
し
て
は“

特

異
な
建
物”

だ
が
、
景
勝
地
と

し
て
の
景
観
に
配
慮
し
、
古
代

中
世
の
様
式
を
引
用
・
模
倣
・

折
衷
し
た
復
古
的
な
建
築
を
目

指
し
た
も
の
で
、
歴
史
的
な
価

値
は
高
い
。
地
域
の
文
化
財
と

し
て
大
切
に
し
て
欲
し
い
」
と

会
場
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

　
七
海
氏
は
、
平
安
時
代
か
ら
続

く
東
北
地
方
の
薬
師
信
仰
に
つ
い

て
、
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
松
島
湾
沿
岸
に
み
ら
れ
る
薬
師

如
来
の
信
仰
は
、
慈
覚
大
師
円
仁

が
天
台
宗
と
と
も
に
広
め
た
と
考

え
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
足
跡
が
東

北
地
方
の
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。
多
賀
国
府
か
ら

松
島
、
石
巻
地
方
に
か
け
て
、
数
々

の
円
仁
伝
承
が
残
さ
れ
、
薬
師
堂

が
点
在
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
松
島
は
今
は
観
光
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中
世
に
は
鎌

倉
仏
教
の
影
響
で
、「
霊
場
」
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
。
中
で
も
雄
島
は
特
別
な
島

だ
っ
た
こ
と
を
、
発
掘
調
査
の
結

果
を
も
と
に
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

「
中
世
の
松
島
雄
島
は
、
あ
の
世
と

こ
の
世
を
つ
な
ぐ
中
間
点
と
考
え

ら
れ
、
松
島
以
東
は
浄
土
へ
と
往

生
す
る
場
を
表
し
て
い
た
の
で

は
？
」
と
試
論
を
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　
大
高
森
薬
師
堂
は
、
病
気
平
癒

と
い
う
現
世
の
利
益
と
東
方
浄
土

へ
と
往
生
す
る
願
い
が
込
め
ら
れ

建
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
見
方
が
示
さ
れ
、
会
場
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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”
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・村民税は、年度ごと (4 月～ 3月 ) に頂いています。
・1世帯につき 500 円です。
・資料館受付にて直接納めていただくか、郵便局で振込用紙を
   利用して納めていただく方法がございます。

振込用紙は石巻圏にお住まいの方、よくイベントに
ご参加いただいている方には同封していません。
振込用紙が必要な方は、お手数ですが
資料館までご連絡ください。

年度が変わりますので、村民税 ( ファンクラブ年会費）の納入を

お願いいたします。

「納入状況のお知らせ」を同封していますので、納入状況をご確

認ください。

お待たせしました。来年度のイベントカレンダーが完成しました！

今年も村びとさんの先行予約をスタートします。

■ファンクラブ限定の先行予約です。カレンダーの転載や申込用紙
　の譲渡はご遠慮ください。
■3月中旬からは村びと・一般問わず、申込み順に受付します。
■村びと以外の方が同伴者としてご参加の場合、村びとご本人様も
　必ずイベントへご参加ください。（= 先行予約期間に村びと以外の
　方のみでのお申込みはご遠慮願います）

■お申込み方法
TEL :0225-88-3927
FAX:0225-88-3928
E-mail:jomon@city.higashimatsushima.miyagi.jp 振込用紙について

ヤマザクラ 2011 本プロジェクトヤマザクラ 2011 本プロジェクト

3月 21 日 ( 土 ) 10:00 ～ 12:00　(9:30 受付開始）

奥松島縄文村歴史資料館

無料 /事前申込 (0225-88-3927)

□植樹祭当日の午後からは、講演会を開催いたします。

　詳しくは、隣の「縄文時代に活躍した丸木舟」をご覧ください。

　当日お時間がある方は、ぜひご参加ください。

永年「里浜貝塚ファンクラブ」の村長を

務めていただいた佐藤さんに、名誉村長

に就任していただくことになりました。

新しい村長は、村びと第１号の菅原さん

にお願いします。

お二人には、今後イベント等でたくさん

ご活躍いただきたいと思います。

村びとの皆さん、よろしくお願いします！

23 歳で仲間入りした私も、おかげさまで 27 歳になりま
した。アラサー突入を機に、卒業を決断することにしま
した。
村びとの皆さまには、たくさんかわいがっていただき、
感謝の気持ちでいっぱいです。今後とも縄文村を、よろ
しくお願いいたします。

世の中はオリンピックムードですが、縄文村はオリンピック
そっちのけでヤマザクラを植樹したり、シティサミット開催
したり、丸木舟作っちゃったりします。今年も縄文村らしく
いきます。皆さんついてきてね！

□前日(14:00～ )苗畑から苗木の掘り出しや地ならしを行います。

　お手伝いいただける方を募集中です。

植樹祭へご参加いただける方は資料館までご連絡をお願いします。

「宮戸島を 2011 本のヤマザクラ咲く
島に」という目標のもと活動してい
るプロジェクトです。現在、島内に
は 300 本が植樹されています。

昨秋から始動した「丸木舟作り」。
縄文人はどんな木材を利用したか、
全国の遺跡からどんな丸木舟が出土
しているのかを紹介。

「縄文」で繋がる全国 17の自治体が集う「第 23回 縄文シティ
サミット」が、日本最大の貝塚「里浜貝塚」を誇る東松島市で、
10月17、18日に開催されます。ここ数年、各地で“縄文ブーム”
が巻き起こり、三内丸山遺跡を中心とした縄文遺跡の世界遺
産への推薦も決まりました。サミットでは、加盟都市の PR
とともに、縄文を活かしたまちづくりと世界遺産登録に向け
た取り組みを、全国に向けて発信します。
サミットではたくさんの方にご来場いただくため、村びとの
皆様にボランティアスタッフとしてお手伝いを募集予定です。
詳しくは、6月号に掲載いたします。


